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11月

６
日
㈰
、両
津
港
お
ん
で
こド
ー
ム
周
辺
を
会
場
に「
佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の

関
係
機
関
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
体
制
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、佐
渡
市
赤
十
字
奉
仕
団
と
航
空
自
衛
隊
佐
渡
分
屯
基
地
に
よ
る「
炊
き
出
し
訓
練
」も
実
施
さ
れ
、

災
害
発
生
時
の
円
滑
な
避
難
所
運
営
を
図
る
た
め
、多
人
数
へ
の
食
事
提
供
な
ど
に
つ
い
て
訓
練
し
ま
し
た
。

市
報

は
、市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ（

https://w
w

w
.city.sado.niigata.jp）、マ

イ
広

報
紙（

https://m
ykoho.jp/）か

ら
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
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「
佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た

　

11
月
６
日
㈰
、
両
津
港
お
ん
で
こ
ド
ー

ム
周
辺
を
会
場
に
、
内
閣
府
と
共
催
で
佐

渡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
36
の
関

係
機
関
と
71
の
自
主
防
災
組
織
、
一
般
参

加
者
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
２
，
７
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
事
を
想
定
し
、
円
滑
な
防
災
活
動
を
期

す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
が
各
種
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
相
互
の
緊
密
な
連
携

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
防

災
に
対
す
る
理
解
と
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

訓
練
は
、
佐
渡
北
方
沖
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
行
わ
れ
、
始
め
に
緊
急
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
市
内
一
斉
の
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
誰
も
が

参
加
で
き
る
訓
練
と
し
て
、
そ
の
場
で
約

１
分
間
、「
ま
ず
低
く
」「
頭
を
守
り
」「
動

か
な
い
」
の
安
全
行
動
を
と
る
「
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
情
報
伝
達
訓
練
や
被
害
調
査

訓
練
、
応
急
救
護
所
設
置
訓
練
、
市
街
地

建
物
火
災
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

自
衛
隊
員
に
よ
る
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
、

海
上
保
安
官
に
よ
る
海
上
救
助
訓
練
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
は
し
ご

車
試
乗
体
験
や
地
震
体
験
、
濃
煙
体
験
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
、
体
験
を

通
し
て
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

　

☎
63
―
３
１
１
１
㈹

災
害
発
生
時
に
備
え
て
、 

「
佐
渡
市
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」を 

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

災
害
発
生
時
に
は
、救
出
・
救
助
を
始

め
、行
政
が
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。ま
ず
は
、「
自
分
で
身

を
守
る
」、さ
ら
に
、過
疎
・
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
佐
渡
市
に
お
い
て
は
、「
地
域

の
人
た
ち
と
助
け
合
う
」こ
と
が
、被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
の
に
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、平
成
27
年
３
月
に「
佐

渡
市
地
域
防
災
マ
ッ
プ（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）」を
作
成
し
、全
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。

　
「
佐
渡
市
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」と
は
、自

然
災
害
の
発
生
に
よ
り
被
害
が
見
込
ま

れ
る
危
険
区
域
を
地
図
に
し
た
も
の
で

す
。

　

市
の
地
域
防
災
マ
ッ
プ
は
、津
波
・
土

砂
災
害
・
洪
水
に
対
し
て
作
成
し
て
あ
り
、

予
想
さ
れ
る
津
波
・
洪
水
の
浸
水
範
囲
や

浸
水
深
、土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

を
示
し
た
上
、避
難
に
役
立
つ
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
参

考
に
、ご
家
庭
や
地
域
で
、い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
避
難
所
ま
で
の
経
路
や
持

出
品
に
つ
い
て
話
し
合
い
、災
害
時
の
被

害
軽
減
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

　

☎
63
―
３
１
１
１
㈹

防
災
意
識
を 

　
高
め
よ
う

応急救護所設置訓練

市街地建物火災消火訓練

倒壊家屋救出訓練
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税
に
つ
い
て
考
え
よ
う
　
― 

平
成
28
年
度
納
税
表
彰 

―

　

11
月
16
日
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
佐
渡

で
平
成
28
年

度
の
納
税
表

彰
式
が
行
わ

れ
、
申
告
納

税
制
度
の
普

及
・
発
展
や

租
税
教
育
の

推
進
な
ど
に

尽
力
さ
れ
た

方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

― 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

―

★
佐
渡
税
務
署
長
表
彰

　

塚
本　

明
人
さ
ん
（
佐
渡
間
税
会
）

　

髙
野　

宏
介
さ
ん
（
佐
渡
法
人
会
）

★
租
税
教
育
推
進
校
等
税
務
署
長
感
謝
状

　

金
井
小
学
校

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

市
内
の
12
校
か
ら
３
２
６
編
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
者
で

す
。

★
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　

増
田　

い
ぶ
き
さ
ん　
（
真
野
中
３
年
）

★
佐
渡
税
務
署
長
賞

　

鈴
木　

玲
美
さ
ん　
（
南
佐
渡
中
３
年
）

　

神
藏　

知
奈
美
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

★
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
長
賞

　

山
下　

健
太
郎
さ
ん
（
両
津
中
３
年
）

★
佐
渡
市
長
賞

　

向
山　

佳
那
さ
ん　
（
佐
和
田
中
３
年
）

　

本
間　

梓
さ
ん　
　
（
佐
和
田
中
３
年
）

　

寺
島　

琴
乃
さ
ん　
（
松
ヶ
崎
中
３
年
）

★
佐
渡
市
教
育
長
賞

　

川
原　

朱
莉
さ
ん　
（
金
井
中
３
年
）

　

松
下　

の
あ
さ
ん　
（
佐
和
田
中
３
年
）

　

平
野　

越
琉
さ
ん　
（
赤
泊
中
３
年
）

　

相
田　

涼
乃
さ
ん　
（
畑
野
中
３
年
）

★
佐
渡
税
務
団
体
連
絡
協
議
会
長
賞

　

横
山　

未
来
さ
ん　
（
金
井
中
１
年
）

★
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

安
藤　

愛
音
さ
ん　
（
両
津
中
３
年
）

　

地
多　

快
介
さ
ん　
（
高
千
中
３
年
）

　

北
澤　

琉
輝
さ
ん　
（
内
海
府
中
１
年
）

　

大
地　

花
音
さ
ん　
（
相
川
中
３
年
）

　

斉
藤　

未
帆
さ
ん　
（
新
穂
中
２
年
）

★ 

作
文
募
集
協
力
校
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
感
謝
状

　

両
津
中
学
校

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

「
私
が
税
に
対
し
て
思
う
事
」

　

真
野
中
学
校	

　
　

３
年　

増
田　

い
ぶ
き

　

消
費
税
率
八
％
。本
当
は
百
円
で
買
え
る

商
品
が
百
八
円
を
出
さ
な
い
と
買
え
な
い
。よ

く
両
親
は
、「
ま
た
税
金
が
上
が
っ
た
。」と
言

い
な
が
ら
の
困
り
顔
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
て
、私
は
税
と
い
う

も
の
に
あ
ま
り
良
い
印
象
を
も
っ
て
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、誰
が

使
っ
て
い
る
の
か
不
透
明
な
も
の
で
す
が
、私

た
ち
が
生
き
て
い
く
中
で
切
っ
て
も
切
れ
な

い
厄
介
な
も
の
と
し
か
感
じ
ら
れ
ず
に
い
ま

し
た
。し
か
し
、そ
ん
な
厄
介
な
も
の
が
な

ぜ
、消
え
ず
に
国
民
に
浸
透
し
、不
満
を
持
ち

な
が
ら
も
、納
税
し
て
い
る
の
か
が
疑
問
で
し

た
。た
し
か
に
納
税
は
国
民
の
三
大
義
務
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。で
す
が
、こ
ん
な
に
も
税
金

ば
か
り
で
し
ば
ら
れ
て
い
る
国
は
、日
本
し
か

な
い
の
で
は
、と
思
い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

る
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
で
は
、消
費
税
率
が

二
十
五
％
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、大
変

驚
き
ま
し
た
。こ
の
国
は
不
平
不
満
だ
ら
け
で

内
戦
勃
発
の
国
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
し

た
が
、な
ん
と
国
民
の
幸
福
度
が
世
界
一
の
国

な
の
だ
そ
う
で
す
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

は
集
ま
っ
た
税
金
を
利
用
し
、老
後
の
生
活
を

保
障
し
て
い
た
り
、医
療
機
関
使
用
・
教
育
に

関
す
る
費
用
を
無
料
に
し
て
い
た
り
と
、広
く

国
民
の
生
活
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
そ
う
で
す
。こ
れ
な
ら
ば
、全
国
民
に
公
平

に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
貧
し
い
人
で
も
教
育
を
受
け
ら
れ
た
り
、

医
療
も
受
け
ら
れ
た
り
で
き
る
の
で
、た
し
か

に
幸
福
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。消
費
税
は
特

定
の
世
代
に
負
担
が
集
中
し
な
い
し
、税
収
が

安
定
し
、な
に
よ
り
高
い
財
源
調
達
力
が
あ

り
ま
す
。デ
ン
マ
ー
ク
は
消
費
税
に
よ
っ
て
集

ま
っ
た
資
金
を
全
世
代
に
向
け
て
公
平
に
、幅

広
く
活
用
し
て
い
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も
で
も
、

お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
買
え
ば
、消
費
税
を

納
め
る
の
で
立
派
な
納
税
者
で
す
。そ
の
事
を

し
っ
か
り
理
解
し
、納
め
て
い
る
分
だ
け
国
民

の
生
活
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
に
税
金
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
で
も
、税
金
は
子
ど
も
の
教
育
の

た
め
の
教
科
書
を
無
償
配
布
す
る
た
め
に
使

わ
れ
て
い
た
り
、医
療
・
介
護
の
充
実
、ご
み
の

処
理
、災
害
か
ら
の
復
興
を
し
た
り
と
国
民
の

生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
を
知
り
、税
へ
の
考
え
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。今
の
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
ど
ん

ど
ん
と
進
ん
で
い
っ
て
い
ま
す
。が
、世
代
を
問

わ
ず
国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

老
後
も
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
社

会
を
創
る
た
め
に
税
金
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
思
う
と
、今
ま
で
厄
介
な
も
の
、な
く

な
れ
ば
い
い
の
に
、と
ば
か
り
考
え
て
い
た
税

金
が
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
事
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、納

税
し
て
い
る
分
だ
け
私
達
国
民
に
還
元
さ
れ
、

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
が

続
き
、ま
た
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。
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　皆さんの納めた税金などがどのように使われ、どのように市の財政が運営されているのかを知ってもらうために、市
では毎年２回財政事情を公表しています。今回は平成27年度決算についてお知らせします。
◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が 491 億 4,722 万円、歳出は 476 億 9,365 万円となりました。
　厳しい財政状況のもと、より効率的な歳出執行に努めた結果、実質収支※１は 9億 8,116 万円の黒字となりま
した。	 ※１　歳入歳出差引収支から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの

＜歳入＞　前年度に比べ 44 億 7,623 万円減額となりました。

＜歳出＞　前年度に比べ 40 億 9,462 万円減額となりました。

◆市民一人あたりにこのくらいのお金が使われました
議会費 3,545 円 総務費 134,391 円 民生費 174,403 円 衛生費 75,868 円 農林水産業費 66,940 円

議会の運営に使われ
たお金

行政の運営や市税の
徴収、広報紙の発行な
どに使われたお金

高齢者、障がい者福
祉や子育て支援の充
実などに使われたお金

ごみ処理や保健事業な
どに使われたお金

農林水産業の振興など
に使われたお金

商工費 31,551 円 土木費 70,876 円 消防費 44,708 円 教育費 80,427 円 公債費 131,653 円

商工業や観光の振興
に使われたお金

道路や住宅の整備など
に使われたお金

防災や救急活動などに
使われたお金

学校教育の充実や生
涯学習の推進などに使
われたお金

市の借金返済のために
使われたお金

（平成28年3月31日現在の人口57,976人で計算しています）

地方交付税 2,307,130
46.9%

固定資産税
252,448 
48.2%

市債
664,189
13.5%

市民税
207,125 
39.5%

軽自動車税 21,306
4.1％
市たばこ税
 39,578
7.5％

入湯税 3,673 
0.7%

市税
524,130
10.7%

【市税の内訳】

県支出金
353,615
7.2%

国庫支出金
337,638　6.9%

繰越金
183,518  3.7%

繰入金 115,540
2.4%

地方消費税交付金
114,212　2.3%

使用料及び手数料
71,261　1.5％

地方譲与税 49,681　1.0%
分担金及び負担金
31,692　0.6%

その他の歳入（※2）

162,116　3.3%

歳入決算額
491億
4,722万円

市税合計
52億

4,130万円

※２　その他の歳入
諸収入、財産収入、寄附金、自動車取得税交付金、配当割交付金、国
有提供施設等所在市町村助成交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方
特例交付金、利子割交付金、交通安全対策特別交付金、ゴルフ場利用
税交付金（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

民生費
1,011,121 
21.2%

普通建設事業費
809,535 
17.0%

公債費
778,269 
16.3%

人件費
717,867
15.0%物件費

614,525  12.9%

繰出金
529,068
11.1%

扶助費
447,370
9.4％

補助費等 404,553
8.5％

積立金 265,842 5.6％

投資及び出資金・貸付金
96,507 　2.0%

災害復旧事業費
41,828  0.9%

維持補修費
64,001 1.3%

総務費
779,143
16.4％

公債費
763,269 
16.0%

教育費
466,283 
9.8%

衛生費
439,850 
9.2%

土木費
410,912 
8.6%

農林水産業費
388,090
8.2％

消防費 259,200 
5.4%

商工費 182,918  3.8%
災害復旧費 41,828  0.9% 議会費 20,551 

0.4%
労働費 6,200 
0.1%

【性質別内訳】【目的別内訳】

歳出決算額
476億
9,365万円

歳出決算額
476億
9,365万円

性質別分類
・人件費…職員給料のほか、議員や非常勤特別職の報酬などに使わ

れたお金
・物件費…臨時職員の賃金や各施設の維持管理などに使われたお金
・扶助費…生活保護など社会保障に使われたお金
・普通建設事業費…道路・学校・公共施設などの整備に使われたお金

市報さど　平成28年12月号
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事
業を行う場合に一般会
計と区分して経理する
会計で、国民健康保険特
別会計など 11 会計があ
ります。

（単位：万円）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 翌年度繰越財源※3 差引残額
国 民 健 康 保 険 832,160 799,104 33,056
後期高齢者医療 69,487 68,469 1,018
介 護 保 険 863,264 830,229 33,035
簡 易 水 道 97,135 87,148 17 9,970
下 水 道 337,397 324,592 4,755 8,050
歌 代 の 里 45,382 44,845 537
す こ や か 両 津 57,606 57,535 71
五 十 里 財 産 区 105 95 10
二 宮 財 産 区 966 914 52
新 畑 野 財 産 区 352 271 81
真 野 財 産 区 51 11 40

※３　翌年度に繰り越して行う事業に充てる財源

◆主な取り組み
区分 項　　　目 決算額

総務費

◆交流居住・定住促進対策事業
　田舎暮らし・ふるさと回帰を求める声に応えＵ・Ｉ
ターンを促進するため、情報発信、誘導策の展開、受
入体制の整備を実施しました。

2,387万円

◆地域の活力再生事業
　過疎地域等に地域活動支援員や地域おこし協力隊を
配置し、さまざまな地域活性化の取組を行いました。

5,391万円

民生費
◆しまびとジュニア支援事業
　若者への相談・支援、子どもを持つ家庭での養育に関
する相談・支援、保育園等巡回支援による発達障がい
児の早期発見と療育教室による早期支援を行いました。

1,287万円

衛生費

◆子どもの医療費助成事業
　中学校卒業までの子どもの医療費に対して助成を行
うことで、早期治療による子どもの健やかな成長を支
援しました。

1億
　688万円

◆看護師等確保対策事業
　看護師等の確保のため、就業の促進、支援および定
着を目的として助成を行いました。また、島内で医療
業務に従事することを目指す学生に対し奨学金の貸与
を行いました。

919万円

農林水
産業費

◆集落営農・担い手支援事業
　機械等の導入、農地集積、地域づくり、新規就農者
等を支援し、地域農業の担い手確保を図りました。

3億
1,242万円

◆水田経営安定対策事業
　100 人のサポーター農家を活用した栽培技術の情報
発信および農業者の意欲向上策に取り組むとともに、認
証制度への取組の拡大および生物多様性に配慮した農
業経営の安定を図るため所得補償を行いました。

1億
3,945万円

商工費

◆地産地消推進事業
　生産者と消費者を結ぶ事業として地産地消フェスタ
を開催しました。また、佐渡市伝統料理レシピ集「さ
どごはん」を発刊しました。

816万円

◆世界遺産推進応援企画事業（ソフト）
　「あかね」の就航および北陸新幹線開業を契機とした
新しい観光ルートのＰＲや旅行商品の造成支援ならび
に販売促進等を行いました。

1億
1,433万円

土木費
◆安全・安心まちづくり事業
　道路、河川等の修繕工事について、各集落（地域）か
らの身近で比較的小規模な要望に対し、早期の工事発
注によって市民の生活環境改善等を図りました。

1億
8,281万円

消防費
◆消防団員装備配備事業
　消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する
法律が施行され、消防団装備の基準が改正されたこと
を踏まえ、災害用雨衣を全団員に配備しました。

1,877万円

教育費
◆小・中学校教育振興事業
　小学校、中学校に学校司書を配置し、学校図書館の
さらなる機能の向上を図り、言語活動や探求的な学習
の支援を行いました。

4,413万円

お問い合わせ　市役所財務課　予算係　☎６３－３１１４

◆市債
　市債は、市が大きな事業を実施した時に借り入
れたお金で、市の借金にあたります。	 （単位：万円）

会　計　名 平成27年度末現在高
一　 般　 会　 計 6,112,868

特別 
会計

簡 易 水 道 436,529
下 水 道 2,198,078
すこやか両津 52,584

公営企
業会計

水 道 事 業 1,052,679
病 院 事 業 0

◆市の財産
　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、市
の貯金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

区分 平成 27 年度末現在高
土 　 　 地 74,003,878㎡
建 　 　 物 579,323㎡
山 　 　 林 61,774,100㎡
有 価 証 券 6,708 万円
各 基 金 ※ 4 計 2,452,868 万円
※４		基金は、ある目的のために積立て、準備しておく

資金のことで、「教育文化振興基金」、「トキ環境整
備基金」などの基金があります。

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営
をしている事業で、水道事業会計、病院事業会
計があります。
○水道事業会計	 （単位：万円）

区分 決算額
収益的収支※ 5 収　入 176,936

支　出 160,845

資本的収支※６ 収　入 63,990
支　出 124,131

○病院事業会計	 （単位：万円）

区分 決算額
収益的収支※ 5 収　入 224,903

支　出 228,646

資本的収支※６ 収　入 3,667
支　出 7,933

※５		収益的収支	経営活動で発生する利益とそれに対応
する経費。

※６		資本的収支	将来の経営活動に備えて行う建設改良費
や企業債償還金などの支出とその財源となる収入。

市報さど　平成28年12月号
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佐渡市人事行政運営等の状況 市役所総務課 人事係
☎ 63-3111

1 職員の任免および職員数に関する状況

2 職員給与の状況

⑴ 職種別採用者数
平成27年4月2日～平成28年4月1日

⑵  事由別退職者数
平成27年4月1日～平成28年3月31日

⑴  職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
（平成28年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.7 歳 305,037 円 357,398 円
技能労務職 48.8 歳 274,967 円 293,656 円

⑵　職員の初任給の状況 （平成28年4月1日現在）
区分 初任給

一般行政職 大　学　卒 176,700 円
高　校　卒 144,600 円

技能労務職 高　校　卒 142,000 円
中　学　卒 130,200 円

注初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。
⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
	 （平成28年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般
行政職

大学卒 229,400 円 278,000 円 316,300 円
高校卒 209,700 円 239,900 円 292,300 円

技能
労務職

高校卒 201,500 円 239,500 円 249,500 円
中学卒 201,500 円 221,800 円 234,500 円

注	経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合にはそ
の期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

⑷ 期末手当・勤勉手当（H27年度）
区　　分 支給額・割合

１人当たり平均支給額 1,356 千円
期末手当支給割合 2.60月分（1.45）月分
勤勉手当支給割合 1.60月分（0.75）月分
（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・役職加算　5～15％
注 	(		) 内は、再任用職員に係る支給割合です。	
再任用職員とは、定年退職等により退職した後、改めて採用され
た職員をいいます。

⑶部門別職員数 （各年4月1日）

区分
職員数 対前年

増減数H27 
年度

H28 
年度

一
般
行
政
部
門

議会 6 6
総務 187 182 △	5
税務 31 32 1
民生 210 195 △	15
衛生 67 66 △	1
農水 56 55 △	1
商工 29 30 1
土木 54 55 1
小計 640 621 △	19

特
別	

行
政
部
門

教育 136 138 2
消防 179 181 2
小計 315 319 4

公
営
企
業
等	

会
計
部
門

病院 117 114 △	3
水道 34 34
下水道 14 14
その他 95 95
小計 260 257 △	3

合計 1,215 1,197 △	18

⑷ 定員管理の状況
　国の示した「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を踏まえて
策定した「佐渡市行政改革大綱」に基づき、勧奨退職制度の積極的運用や新規採用職
員の抑制等により、職員削減に取り組んでいます。今後も新たな行政課題等への対応や
将来の財政状況を考慮し、真に必要な職員数を見極めながら、定員適正化計画を検証
していきます。

⑸ 退職手当（支給月数） （平成28年4月1日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分
その他の加算措置	定年前早期退職者2～20％加算

⑹ 特殊勤務手当（H27年度）
支給実績 102,727千円

支給職員1人当たり平均支給年額 593,798円

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.3％

手当の種類（手当数） 17

支給された主な手当の名称　防疫等作業手当、行旅病人等
収容手当、危険手当、夜間介護手当、夜間看護手当、異常圧力
内作業手当、有害物取扱手当、税滞納処分手当、税徴収手当、
衛生処理手当、早出・中出手当、早出・遅出手当、診療手当、特
殊診療手当、役職手当、待機手当、応援診療手当

⑺ 時間外勤務手当
区　　分 H27年度決算 H26年度決算

支給実績 149,761千円	 180,893千円	

職員１人当たり	
平均支給年額 124千円	 146	千円

職種等 人数
一般行政 15
学 芸 員 1
看 護 師 2
技 師 1

職種等 人数
消 防 士 6
保 育 士 4
保 健 師 2
計 31

退職事由 人数
定年退職 11
勧奨退職 20
自己都合 12

退職事由 人数
そ の 他 6
計 49

（各年4月1日現在）
区分

部門 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

普通会計 職 員 数 1,046 1,001 977 955 940
増 減 △	45 △	24 △	22 △	15

公営企業等
会計

職 員 数 287 278 269 260 257
増 減 △	9 △	9 △	9 △	3

計 職 員 数 1,333 1,279 1,246 1,215 1,197
増 減 △	54 △	33 △	31 △	18

市報さど　平成28年12月号
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「佐渡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与等の公平性と透明性を高める
ため、毎年公表しています。

⑻ その他の主な手当（全会計）（平成27年度）
手 当 名 内容および支給単価 支給実績

扶養手当
配偶者13,000円		配偶者以外1人につき6,500円
（配偶者がいない場合、そのうち1人について、11,000円）
（満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある
子1人につき5,000円加算）

147,105千円

住居手当 借家、借間：月額10,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、家賃の額に応じ最高27,000円まで支給 37,690千円

通勤手当
通勤距離が片道2㎞以上の者に支給
交通機関利用者（バス等）：負担している運賃の額に応じて最高55,000円
交通用具等使用者（自動車等）：片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円

98,900千円

3 職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴勤務時間 区分 勤務時間等

勤務を要する日 毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日および12月29日から1月3日までを除く）
1日当たりの勤務時間 	7時間45分
1週当たりの勤務時間 38時間45分

⑶育児休業等の取得状況
（平成27年度中に新たに育児
　休業を取得した職員）

4 職員の分限および懲戒処分の状況（平成27年度）
⑴分限処分の件数 
　および処分事由
⑵懲戒処分　平成 27年度懲戒処分　14人

5 職員の服務の状況
　職員の服務上の基準として、法令等および職務上の命令に従
う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念す
る義務、政治行為の制限、争議行為などの禁止、営利企業など
の従事制限があります。

6 職員の研修および勤務成績の評定状況（平成27年度）
⑴職員研修の実施状況

研修区分 受講者数
階層別研修 29人
専門研修 114人
先進地視察等研修 2人
派遣研修 7人
窓口応対研修 76人
メンタルヘルスセミナー 71人
ハラスメント防止セミナー 51人
庁内職員研修 199人
人事考課、その他研修 91人

⑵ 休暇制度
ア　有給休暇の取得状況（平成 27年度）

種類 日数等 使用実績
年次休暇 1年につき 20日間付与 平均使用日数 10.7 日

療養休暇 負傷または疾病による療養のための必要最小限度の期間（90日を超え
る場合、給料を減額する規定あり） 取得人数 157人

特
別
休
暇

産 前 休 暇 出産予定日までの 6週間（多胎妊娠は 14週間） 取得人数 15人
妊産婦の健康診断 法定健診時の場合で必要な期間 取得人数 10人
産 後 休 暇 出産日の翌日から 8週間 取得人数 16人
結 婚 休 暇 婚姻する職員に対し、最大 8日間 取得人数 3人
配 偶 者 出 産 休 暇 配偶者の出産に際し、最大 2日間 取得人数 20人
男性職員の育児参加 職員の妻の産前産後期間中に、子の養育のため最大 5日間 取得人数 3人
子 の 看 護 休 暇 就学前の子の看護を行う場合、最大 7日間 取得人数 65人
親 族 死 亡 休 暇 親族が死亡した場合、続柄および生計関係に応じ、1日～ 10日間 取得人数 140人
父 母 追 悼 休 暇 父母の法要に際し、1日 取得人数 8人
夏 季 休 暇 6月から 9月までの間において、5日間 平均使用日数 4.5 日
短 期 介 護 休 暇 要介護者の介護等を行う場合、最大７日間（要介護者が２人以上の場合は14日間） 取得人数 14人
骨 髄 提 供 休 暇 骨髄移植のために必要な検査、入院等のために必要と認められる期間 取得人数 0人
生 理 休 暇 生理日の就業が著しく困難な場合　連続する２日以内で必要とする期間 取得人数 2人
妊娠体調不良休暇 妊娠期間中、最大 14日間 取得人数 5人

イ　無給休暇の取得状況
　　（平成27年度）

種類 日数等 使用実績
介護休暇 負傷、疾病または老齢により親族を介護しなければならない場合、最大6月 取得件数2件

区分 男 女 計
育児休業 0人 14人 14人
部分休業 0人 2人 2人

⑵ 勤務成績の評定
の状況

　職員の能力や適正
に応じた適材適所の
配置などへの活用を
図ることを目的として、
平成19年度から人事
評価制度を運用して
います。

7 職員の福祉および利益の保護に関する状況（平成27年度）
⑴福利厚生制度に関する状況
　人間ドック受診者　782人　一般健康診断受診者　555人
⑵公務災害の状況
　公務災害　11件　通勤災害　2件

8 新潟県市町村総合事務組合公平委員会の業務の状況
⑴勤務条件に関する措置の状況
　平成27年度措置要求　なし
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成27年度不服申立て　1件

処分名 事由 人数
休職 心身の故障 15人

注	一般職の標準的な勤務時間です。

市報さど　平成28年12月号



SIZE Sサ イ ズ エ ス

S　佐渡で
I　一緒に
Z　ずっと
E　笑顔で
S　住みたいな

①　運動や体を使うことが少ない
②　お腹いっぱいまで食べている
③　おいしい果物が多い
④　お酒をたくさん飲む

　佐渡は、全ての年代で新潟県の平均よりも肥満が
多くなっています。肥満は高血圧や糖尿病、心筋梗
塞や脳梗塞などの生活習慣病を引き起こします。
　『サイズ　Ｓ』で脱メタボ宣言！
　ワンサイズ減らせる食事と運動に取り組みます。
　佐渡市しまびとグループ（運動）に参加してみま
せんか！筋肉トレーニングやストレッチをおこなっ
ています。ぜひ、ご参加ください。
　詳細については、市役所市民生活課健康推進室ま
でお問い合わせください。

【相川地区】 
・ひまわりクラブ（毎週火曜日　13:30 ～）	
　会場　あいかわ開発総合センター

【佐和田地区】 
・ひばり（毎週木曜日　14:00 ～）	
　会場　サンテラ佐渡スーパーアリーナ

【金井地区】 
・そらこい教室	
　（隔週で火曜日か水曜日　13:30 ～）	
　会場　金井コミュニティセンター
・体操クラブ（毎週水曜日　19:30 ～）	
　会場　東部コミュニティセンター

【新穂地区】 
・フレッシュクラブ（毎週水曜日　13:30 ～）	
　会場　トキのむら元気館

【羽茂地区】 
・かきっこ（毎週月曜日　10:00 ～）	
　会場　羽茂農村環境改善センター

Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｅ 

Ｓ

　
　
　
　

と
は

「より健康でくらしたい」
　そんな期待を込めた	
　　脱メタボ作戦の名前です。

佐
渡
の

傾
向
は
？

お問い合わせ
　市役所市民生活課健康推進室　☎６３－３１１５
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新潟県小児肥満等発育調査より

学校保健統計調査報告より

特定健診問診より

8

佐渡は居よいか　住みよいか
肥満の割合　県内トップクラス…　みんなで取り組み　脱メタボ宣言！
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「さど食育川柳コンクール」の表彰式が行われました
　食育の推進を図り、正しい食事のあり方
や望ましい食習慣を考える機会として、『朝
ごはん』をテーマに川柳を募集したところ、
927 人から応募がありました。
　選考委員会において優秀な句や団体が選
ばれ、10 月 22 日㈯に開催された佐渡総合
病院の病院祭で「さど食育川柳コンクール」
の表彰式を行い、受賞者に各賞が授与され
ました。
　おめでとうございます。

お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　☎６３－３１１５

毎日食べよう　朝ごはん
　市では、平成 28 年３月に「第２次佐
渡市食育推進計画を策定し、「朝ごはん
を食べている人の割合」が 100％になる
ことを目標に掲げています。
　毎日、きちんと朝ごはんを食べないと、
元気に活動できなかったり、頭が働かな
い、高血圧や肥満になりやすくなると言
われています。
　目標達成に向けて、家族みんなが朝ご
はんを食べるように心がけましょう。

個人賞（最優秀賞）
【小学生の部】
　あたたかい　あさのごはんと　ははのかお 
　　赤泊小学校２年　後藤　陽菜乃

【中学生の部】
　母作る　心のサプリ　朝ごはん 
　　南佐渡中学校１年　長尾　百々花

【一般の部】
　子と孫と　つどいて語る　今朝の膳 
　　小木地区　		海老名	スマ

団体賞
【佐渡地域振興局長賞】
　金井小学校５年、佐渡中等教育学校１年２組

【佐渡市長賞】
　内海府小学校２年、南佐渡中学校１年

特別賞
【審査委員長賞】
　好ききらい　決していわない　腹の虫	
　　相川地区　森　恵子

　納豆は　まぜた数だけ　夢がある 
　　佐渡中等教育学校３年　平形　凪紗

　げんきでる　はやねはやおき　ぼくごはん 
　　両津小学校１年　頓宮　誠梧

【ＪＡ佐渡賞】
　母の手の　ぬくもりかんじる　塩むすび 
　　佐和田地区　増田　てつ志
※	なお、個人賞の優秀賞および入選については、市のホーム
ページをご覧ください。

平成28年度「新潟県親と子のよい歯のコンクール」で 
優秀賞を受賞しました

　日ごろから歯と口の健康を保ち、むし歯ゼロの親子（親と３歳児）を対象に「新潟県親と子のよい
歯のコンクール」が行われました。
　県内の各市町村から推薦を受けた 2,938 組の親子の中で、７組が選ばれ、八幡在住の鶴間瑞妃さん、
刀
とう

我
が

さん親子が優秀賞を受賞し、（公財）新潟県歯科保健協会から賞状と副賞が贈られました。
　おめでとうございます。
　歯と口の健康は、生涯を通じて豊かで自分らしい人生を送るために欠かせないものです。家族ぐる
みで毎食後と寝る前の歯みがきなどの、歯や口の健康を保つ習慣を身につけましょう。
お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　☎６３－３１１５

市報さど　平成28年12月号
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高額医療・高額介護合算制度のお知らせ
　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護サービス利用料の自己負担額が高額になった
方の負担を軽減することを目的とした制度です。医療保険と介護保険の両方に自己負担額がある世帯が対
象となります。
　平成 27年８月 1日から平成 28年７月 31日までの世帯の自己負担合計額（高額療養費や高額介護サー
ビス費として払い戻された額を差し引いた額）が、下表の自己負担限度額を超えた場合に、その超える部
分が支給されます。
　ただし、同一世帯であっても、同じ医療保険に加入していない方の自己負担額を合算することはできま
せん。
　また、食事代や居住費などは含みません。

◆自己負担限度額
　国民健康保険

７０歳未満 限度額 ７０歳～７４歳 限度額

所得（※）９０１万円超 ２１２万円 現役並み所得者（上位所得者） ６７万円

所得６００万円超９０１万円以下 １４１万円 一般 ５６万円

所得２１０万円超６００万円以下 ６７万円
住民税非課税世帯

区分Ⅱ ３１万円

所得２１０万円以下
（住民税非課税世帯除く）

６０万円
区分Ⅰ １９万円

※所得＝基礎控除後の総所得金額

住民税非課税世帯 ３４万円

　後期高齢者医療制度
限度額

現役並み所得者（上位所得者） ６７万円

一般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ ３１万円

区分Ⅰ １９万円

◆申請手続き
　国民健康保険および後期高齢者医療制度加入者
　支給の対象となる方には、申請手続きのご案内を郵送します。
　ただし、平成 27年８月１日から平成 28年７月 31日までの間に、他市町村から転入された方がいる
場合や、加入者が亡くなられた場合などには、申請手続きのご案内が郵送できない場合もありますので、
支給の対象になると思われる方は、市役所市民生活課までお問い合わせください。

　他の健康保険制度（協会けんぽなど）加入者
　申請はご加入の医療保険となりますが、介護サービス利用料の自己負担額証明書が必要となりますの
で、市役所高齢福祉課までお問い合わせください。

◆お問い合わせ
　国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者	
　　市役所市民生活課　国民健康保険係・年金係　☎６３－５１１２
　他の健康保険制度加入者
　　市役所高齢福祉課　介護保険係　　　　　　　☎６３－３７９０

市報さど　平成28年12月号
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佐渡授産ネットワークからの 
お知らせ
　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動やおすすめの
一品をご紹介しますので、ぜひご利用ください。

 第5回  おすすめの一品
愛 ら ん ど 新 穂
しあわせこがねもち

お問い合わせ
〒 952-0103　新穂潟上 718 番地
　障がい福祉サービス事業所　愛らんど新穂
　☎・ＦＡＸ共通　６７―７５８１

　美味しい　　しあわせ
　働く　　　　しあわせ
　生きている　しあわせ
　３つのしあわせを願って作っています。
　お鍋やうどんなど普段使いに、また、お歳暮やお正月に「し
あわせこがねもち」はいかがですか。
　「しあわせこがねもち」は、「白もち」「よもぎ」「ゆず」「えび」

の４種類があります。
ぜひ味わってみてく
ださい。
　地方発送承りま
す。（詳細はお問い
合わせください。）

佐渡産こがねもち100％使用
しあわせこがねもち　白もち（10切入り）

第16回全国障害者スポーツ大会
「2016希望郷いわて大会」

佐渡市の選手が大活躍されました

気持ちを込めて元気にがんばっています

承認番号　いわて国体・大会承認　第28－356号

　10月22日㈯から24日㈪にわたり、第16回全国
障害者スポーツ大会「2016希望郷いわて大会」
が開催されました。
　新潟県代表として佐渡市から新潟県新星学園
奥
おく

田
だ

柊
しゅう

さんが陸上競技に参加し、金メダル１つ･
銅メダル１つを獲得しました。
　大会当日は、気温が低く風もありましたが、コンディションを整え、強い気
持ちで競技に挑んだ結果、スラローム競技では練習どおりの記録で金メダル
を獲得しました。また、50ｍでは銅メダルを獲得しました。
　奥田選手は、11月22日、三浦市長を表敬訪問し、「佐渡障害者スポーツ協
会をはじめ多くの人たちに練習をみてもらって金メダルが取れました。大会で
は友達もできました。来年は大会記録を作って２種目金メダルを目標に頑張り
たい」と、金メダル獲得と感謝の気持ち、これからの豊富を報告しました。
　おめでとうございます。

最後まで丁寧に、旗門を通過する奥田選手

初参加で金メダルを獲得した奥田選手

市報さど　平成28年12月号
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佐渡市の新しい民生委員・児童委員です
　12月１日、全国一斉に民生委員・児童委員と主任児童委員の改選が行われ、佐渡市では、212 人が民生
委員・児童委員に就任しました。
　今回の改選では 115 人が再任、97人が新任となりました。これから３年間、地域福祉の一層の充実を
目指して、皆さまの良き相談相手として、お気軽にご相談ください。

両津地区（両津支所☎２７－２１１１）
○両津中地区

○両津東地区

○両津北地区

氏名 担当地区
北　美枝子 湊 1,2,3

松本　節子 湊 4、若宮通

福井　一彦 湊 5、城の内

渡邉　和子 春日 2,3,4,5

穗鷹　多津 夷 1,2、春日 1

小池　朝美 夷 3,4,5、旭町

氏名 担当地区
齋藤　浩二 夷 6,7、海岸通

髙橋千太郎 夷 8、神明町、八郎
平町 1

髙倉　秀宏 八郎平町 2、築地、
夷新

石塚　陽子 浜田 1,2、栄町

氏名 担当地区

後藤幸次郎 福浦 1,2,3、歌代住宅、
中の沢

笹本　芳廣 秋津、緑が丘

浅原　芳子 立野、長江、上横山

清水　賢吉 潟端、旭、下横山

北　　恭子 両津中地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区
越次　順子 大川、羽二生

佐藤　敏美 両尾、椎泊

山本　圭子 真木、河崎

菊池美津枝 下久知、久知河内

相田　兆位 原黒

畠山　美緒 住吉、住吉団地、神
子沢団地

氏名 担当地区
渡邉　義久 城腰、吾潟

山本　　芳 東強清水、東立島、
野浦

清田　稔子 月布施

川端　欽吾 水津、片野尾

北村　幸治 岩首、東鵜島

坂野惠一郎 豊岡、柿野浦

氏名 担当地区
山本　憲慈 蚫、赤玉、立間

佐藤　勝雄 両津東地区（河崎地
区）（主任児童委員）

坂下佐知子
両津東地区（岩首､
水津地区）（主任児童
委員）

氏名 担当地区

齋藤　洋子 南・北河内､ 赤井地､
後外城､ 新栄町

市橋　滋子 新町、上野、外城

時津　立夫 中高野、中高野住宅

小谷　裕子 向高野、中野、新高
野

祝　　末吉 舟場町､ 浜梅津､ 平
沢､ 中屋敷､ 舟見町

氏名 担当地区

白井　一之 白山、白山住宅､ 鷺
野､ 学校町

髙橋　康之 外羽黒、馬場、大野

中田　正美 野町、吉住、駒坂、
椿

山本　明美 北五十里、白瀬、玉
崎

山口　雅廣 和木、馬首、北松ヶ
崎

氏名 担当地区
山田みどり 浦川、平松、歌見

後藤　光惠 黒姫、虫崎

金子　　要 北小浦、見立

本間　義昭 鷲崎、藻浦、榊原

濱田　忠男 願、北鵜島、真更川

中川　信子 両津北地区（加茂地
区）（主任児童委員）

本間　桂子 両津北地区（海府地
区）（主任児童委員）

「民生委員・児童委員活動」の概要
　民生委員制度は平成 29年に創設 100 周年を迎える歴史ある制度です。民生委員は民生委員法で設
置が定められ、厚生労働大臣から委嘱されます。また、民生委員は児童福祉法により児童委員を兼ね
ており、子どもや子育て家庭への支援を専門に担当する主任児童委員は、児童委員の中から厚生労働
大臣により指名されます。
　民生委員・児童委員は、地域住民の「身近な相談相手」であるとともに、「支援へのつなぎ役」です。
　地域住民が抱える悩みや心配ごとなどの相談にのり、必要に応じて専門機関や福祉サ－ビス等の情
報を提供したり、関係機関につなぐことにより、住民自らが課題を解決するための支援を行います。

※氏名空欄は現在「欠員」となっています

お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係　☎６３－５１１３

市報さど　平成28年12月号
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相川地区（相川支所☎７４－３１１１）

佐和田地区（佐和田行政サービスセンター☎５７－２１１１）

氏名 担当地区

𠩤田惠美子 下相川、相川水金町、
相川柴町

中川嘉壽雄 相川大間町から相川
新材木町、相川栄町

菱川　民惠 相川濁川町から相川
下山之神町

中村　千夏 相川西坂町、相川小
六町から相川塩屋町

三浦　久江 相川下京町から相川
長坂町

境　　允代 相川新五郎町から相
川弥十郎町

渡辺　政已 相川諏訪町から相川
江戸沢町

富田　ルミ 相川羽田町から相川
五郎左衛門町

森　　惠子 相川三町目から相川
下戸浜町の一部

氏名 担当地区

小野		タキ子 相川羽田村から相川
下戸炭屋浜町の一部

佐藤　重雄
相川下戸炭屋浜町の
一部、相川下戸村の
一部、相川鹿伏

中川　洋一 相川大浦

村井喜美子 高瀬

中村　洋子 橘

岩﨑　文枝 橘（砂原、山中）
稲鯨（砂原、西、中村）

髙野　　勇 稲鯨（東、新田）、米郷

植本　英子 二見

小杉　幸彦 小川

中川　博義 達者

石塚　友子 姫津

齋藤　勝枝 北狄

氏名 担当地区
藤下　絹代 戸地

石塚　絹子 戸中

山下　泰弘 南片辺、北片辺

山本　雅典 石花

水下　健次 後尾、北川内

上杉ミス子 北立島

近藤多美子 入川

朝山　本章 高千（千本、高下）

荒木　久夫 北田野浦、高下の一部

山下　勝枝 小野見、石名

本多　　守 小田、大倉、矢柄

平腰　洋子 関、五十浦、岩谷口

仲田　善夫 相川地区全域
（主任児童委員）

宇田志のぶ 相川地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区

本間　俊和 田望、野町、坂、中川、
硲

後藤　五男 岩野町、新田町、辰巳、
ホテル

本間まゆみ
八幡新町、若葉、八
幡諏訪、新町団地、
新町野田

中村　　毅 八幡町、野田地区、
野田団地

中川　昭一 八幡荒城

若林　信正 河原田上町、中町

中堀　弘美 佐高通、下町一部、
中原一部

米津サチエ 下町

市野　　誠 田町、高浜町

氏名 担当地区
池　　栄子 下組

伊藤　　修 中組、青柳寺団地

松﨑　文昭 上組

松本　雅裕 大上組

本間　　勝 中原、コア中原

岡固　正幸 鍛冶町

古林　文子 石田、緑ヶ丘

長木、上矢馳、伊藤ア
パート

齊藤　優香 東二宮、西二宮、市
野沢

古林　正秋 真光寺

滝　　百代 山田高野、山田尾山、
西山田、青野

氏名 担当地区
末武　和子 東窪田、窪田

仲川　文子 中窪田、西窪田

本間　智子 東大通

中川　悦子 東野、西野、沢根炭
屋町

山田　秋男 田中、鶴子、沢根篭町

吉村　 子 田中町、城ノ下

菊地　牧子 羽二生、須川、野坂、
河内、中山

梨田　彰文 沢根上町、下町、田上

土屋　七司 佐和田地区全域	
（主任児童委員）

若林としみ 佐和田地区全域	
（主任児童委員）

金井地区（市役所社会福祉課☎６３－５１１３）
氏名 担当地区

山本　　優 東平清水、岩田、西野

泉第 1、泉第 2

藤井與嗣明 泉第3、泉第4、泉第5

池　　　鍾 藤津、鳥越

飯田恵美子 町小路、岩野

石塚　 之 上野口、下野口、丹
下坂

伊藤　　聡 本屋敷

橘　　祥子 大和田

本間ひとみ 西方

氏名 担当地区
山岸　恵子 木戸沢町内会

羽二生美惠子
中央町内会 2､ 尾花
東町内会､ 中津町内
会 2

松本　輝子 中央町内会 1、中津
町内会 1

橘　　幹世 関根､ 唐崎､ 宮の下､
寺沢､ 別当沢

渡邉トシエ 壇塔、納内、出崎、
仲小路

貝塚 1、貝塚 2

氏名 担当地区

加藤　正晴 馬場、中島、舟津、
横谷

池　紀代美 吉井上、吉井下、吉
井団地

植木弥代子 吉井本郷、安養寺

加藤　惠司 三瀬川上、松才、三
瀬川下

稲葉　公子 水渡田北、水渡田南、
晴和

小林　晴美 金井地区全域
（主任児童委員）

市報さど　平成28年12月号
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新穂地区（新穂行政サービスセンター☎２２－３１１１）

畑野地区（畑野行政サービスセンター☎６６－３１１１）

真野地区（真野行政サービスセンター☎５５－３１１１）

羽茂地区（羽茂支所☎８８－３１１１）

氏名 担当地区
本間　　栄 皆川、舟下

引野　洋子 下新穂

土屋シノブ 武井、下大野

市橋　秀敏 郷平、上大野

岩田　英二 井内、上新穂

高野　秀明 瓜生屋

氏名 担当地区
吉田　一 正明寺、田野沢

松井　育子 潟上

川上　治美 青木

松見　泰文 長畝

早川　洋子 内巻、島

相田　邦夫 北方

氏名 担当地区
本間　一生 新穂、三協

松山　隆典 馬場

宮城　敏子 新穂地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区

中川　順子
畑野（野高屋住宅､
西町､ 中町､ 野高屋
団地）

熊谷　　実
畑野（中小路､諏訪､
渋沢新田､野高屋､東
小路）

須田　宗雄

畑野 ( 下畑､ 榎田､
榎田住宅、高屋､ 後
小路､ 後第一、後稲
葉住宅､ 下畑団地 )

安藤　理策 畑野（後何代住宅､
中何代､ 下何代）

氏名 担当地区

大森　 和

宮川（西高屋､ 野沢､
宮浦下､ 中央の一部､
宮川住宅､ 宮川団地、
グリーンタウン宮川
台）

本間　敏明 宮川（東高屋､ 江口､
宮浦上､ 中央の一部）

鈴木　　章 三宮、畉田

忠野　則子 飯持、大久保、猿八

中村　美幸
小倉（上日向､ 下日
向､ 日影､ 宮の河内､
欠向）

後藤美智子
小倉（上中佐為､ 下
中佐為､ 岩根沢､ 鳥
越､ 野田）､ 長谷

氏名 担当地区

菊池　義行 栗野江（郷組、仙道）､
坊ヶ浦

相田　敏明 栗野江（外城、久保、
北組､ 野畑､ 合蔵）

渡部　　尚 寺田、目黒町

本間廣之進 松ヶ崎、浦ノ川内

多田

稻場　勇夫 浜河内、丸山

中嶋　羊一 畑野地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区
後藤　　徹 金丸

逸見みはる 四日町、長石

逸見　政義 真野新町（学校町）

本間　晴代 真野新町（上町）

小黒由美子 真野新町（本町、中町）

宮嶋　紀子 真野新町（下町、田町）

本間　妙薫 豊田

氏名 担当地区
佐々木　讓 真野、小川内

佐々木隆正 浜中

石﨑眞知子 吉岡

伊澤美惠子 桜ヶ丘

遠藤　　勲 中沢田、国分寺、竹田、
合沢

滝脇､ 背合､ 東大須､
西大須､ 小立､ 大立

氏名 担当地区
佐々木 美 倉谷、田切須、高塚

浅井　賀康 西三川

川原　俊久 静平、下黒山、笹川

舘林　芳子 高崎、椿尾、柏平

松本　　一 真野地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区
駒形　勝利 滝平、二枚田

堀田　善子 大崎、羽茂本郷（大草）

本間　道子 飯岡、羽茂本郷（天沢）

大倉　健次 上山田、羽茂本郷（木
戸､ 平､ 畑田）

日下　 啓 羽茂本郷（新倉、仮屋、
大谷）、羽茂住宅

中川　　操 羽茂本郷（上町）、天
沢住宅

氏名 担当地区

帶刀　　茂 羽茂本郷（下町、寺田、
須川）

鈴木　初枝 大橋（川西）

髙野　秀子 大橋（川東）、大石（岡
田、浜組、更生、中浜）

棚田　明美 大石（大石山田、中平、
杉浜）、	三瀬

早川　明美 村山

佐々木　健 小泊、亀脇

氏名 担当地区

村川　昌子 羽茂地区全域
（主任児童委員）

市報さど　平成28年12月号
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任
者
に
つ
い
て 

　
11
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
民
生
委
員・児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々
を
お
知
ら
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し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

両
津
地
区
（
両
津
中
地
区
）

甲
斐	

愛
子	

中
澤
光
津
枝	

星
野	

正
晴

中
川
マ
サ
ノ	

粕
谷	

悦
子	

星
野	

義
晴

（
両
津
東
地
区
）

川
本	

礼
子	

節
田
利
恵
子	

端
野	

宣
博

（
両
津
北
地
区
）

佐
竹
榮
美
子	

岩
崎	

勝
彦	

坂
下	

泰
利

古
玉	

タ
ヱ	

野
口	

道
子	

内
田
眞
由
美

淺
井	

光
子

相
川
地
区

山
口	

紀
幸	

立
野	

郁
子	

齊
藤
不
二
夫

小
杉	

三
船	

井
上	

幸
夫	

服
部
ミ
ユ
キ

濱
辺	　

滋	

佐
々
木
賢
市	

山
本	

立
美

卜
部	

艶
子	

浜
辺	

直
美	

村
田	

一
恵

本
間	

芳
香

佐
和
田
地
区

隅
田	

敏
子	

本
間	

清	

川
窪	

昇

磯
野	

三
男	

中
澤	

淳
子	

上
野	

多
㔟

馬
道	

光
子	

齋
藤	

稔	

中
川	

茂

若
林
サ
カ
エ	

本
間	

正
博	

大
城	

省
三

山
田
と
し
の	

𠮷
良	

時
子　

金
井
地
区

髙
橋	

勉	
藤
井	

有
子	

土
賀	

紀
子

齋
藤	

勝
一	
本
間	
道
雄	

児
玉	

順
子

髙
野
ミ
チ
子	

𠮷
田	
洋
子	

石
見	

直
幸

川
邉	

妙
子	

曽
根	

文
代	
広
満	

義
人

天
池
テ
ル
代

新
穂
地
区

尾
田	

春
俊	

雑
賀	

隆
夫	

原
田	

恵
子

池
野	

正
道	

石
井	

哲
彰	

本
間	

武
利

土
屋	

智
子	

松
原	

幸
枝

畑
野
地
区

近
藤	

靖
典	

長
嶋	

建
之	

中
川	

智
子

生
田	

文
子	

渡
部

一
郎	

服
部	

誠
子

河
原
ミ
ヱ
子	

藤
原	

博	

中
川	

一
世

真
野
地
区

寺
尾	

修	

三
浦	

敏
幸	

長	

定
夫

池	

典
子	

曽
我	

久
男	

小
黒	

清
鑑

安
達	

忠
雄	

本
間	

明
美	

中
川	

利
秋

佐
々
木
早

	

髙
野	

久
惠	

笹
井	

吉
明

小
木
地
区

中
川	

健
司	

高
津	

啓
介	

福
井	

秀
夫

鈴
木	

和
子

羽
茂
地
区

渡
邉	

一
夫	

武
井	

三
枝	

小
橋
美
恵
子

島
田

代
美	

駿
河	

修	

海
老
名
伸
子

赤
泊
地
区	

川
原	

賢
次

主
任
児
童
委
員

両
津
中
地
区　
神
藏
千
代
子

相
川
地
区　
　

古
藤	

順
子

新
穂
地
区　
　

近
辻	

道
子

畑
野
地
区　
　

長
嶋	

洋
一

真
野
地
区　
　

山
田	

隆
子

羽
茂
地
区　
　

南　

良
子

　

地
域
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小木地区（小木行政サービスセンター☎８６－３１１１）

赤泊地区（赤泊行政サービスセンター☎８７－３１１１）

氏名 担当地区

笠井　　豊
小木木野浦､ 市営住
宅､ 小比叡､ 小木堂
釜､ 井坪

本間　雅人 中立町、登町、幸町、
相生町

中川　成子 入舟町、栄町、末広町、
海岸通り

菊地　賢一
小木大浦､ 木流､ 田
野浦､ 江積､ 白木､
沢崎

氏名 担当地区

齊藤　一司 本町、諏訪町、中町、
白坂町

中野　　愛 上町、稲荷町、琴平
町

菊田登茂子 学校町、旭町、山本
町

金子　一晴 深浦､ 犬神平､ 小木
強清水､ 宿根木

氏名 担当地区

髙藤　　悟

上大浦､ 琴浦､ 小木､
小木定住団地､ 小木
金田新田､ 上野､ 鼓
童村

清水　英次 東町､ 泉町､ 港町､
松浜町

岡崎　一美 小木地区全域
（主任児童委員）

氏名 担当地区

金子美江子 大杉､ 杉野浦､ 南新
保､ 柳沢､ 真浦

小橋　敞徳 上町第一、上町第二、
中町

風間　幸人 荒町、新谷、天狗塚

古屋野　勝
山寺､ 東光寺､ 北袋､
横山､ 浅生､ 徳和東､
畝立､ 瓜生

池ツユ子
浦津､上小熊､下小熊、
徳和浜､ 清水､ かじ
や､ 草木

氏名 担当地区

佐藤　義弘 腰細、上莚場､ 下莚
場

木下　雅樹 山田東､ 山田中､ 山
田西､ 山田第一

葛野　洋子 外山、上川茂、下川
茂東部

池　　一義 下川茂第一､ 下川茂
中央､ 下川茂西部

石塚　紀子 赤泊地区全域
（主任児童委員）

市報さど　平成28年12月号
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平成29年佐渡市消防出初式を開催します
　市民の皆さまの安全・安心、そして災害の無い一年を願い、消
防機関の新年最初の行事として、消防出初式を開催します。
　当日は消防職員・団員の市中行進、消防車からの一斉放水、保
育園児による防火宣言などさまざまなイベントがありますので、
多くの皆さまのご来場をお待ちしています。
　なお、開催に伴い交通規制が行われます。臨時バス停の設置、
車両の通行止め等がありますので、ご注意ください。

　住宅用火災警報器は、新築住宅では平成18年６月から、既存住宅では平成
23年６月から設置が義務付けられています。設置の義務付けから10年が経過
しましたが、お宅の住宅用火災警報器は交換時期になっていませんか？
　住宅用火災警報器にも寿命があります。古くなると電子部品の劣化で火災を
感知しなくなる恐れがあります。いざと言うときに火災を感知しなくては意味がありません。住宅用
火災警報器本体は 10年を目安に交換しましょう。

まだ住宅用火災警報器を設置していない場合は、速やかに設置してください。
・すべての寝室へ必ず設置してください。
・寝室が２階以上にある場合は、階段にも設置してください。
・台所や居間などへも設置をおすすめします。
お問い合わせ　市消防本部予防課　☎５１－０１２３

至
両
津

至金井

←至相川

↓

↓

式典会場：アミューズメント佐渡　大ホール

一斉放水会場：佐和田海水浴場駐車場

市中行進会場
河原田本町商店街

佐渡高校佐渡高校

車両通行止 13時～15時車両通行止 13時～15時

中
央
タ
ク
シ
ー

中
央
タ
ク
シ
ー

佐和田
交番

郵便局郵便局

新
潟
交
通

新
潟
交
通

諏
訪
神
社

諏
訪
神
社

河原田小学校河原田小学校

佐和田行政
サービスセンター
佐和田行政
サービスセンター

河原田小学校グランド河原田小学校グランド

第四銀行第四銀行

臨時バス停

臨
時
バ
ス
停

日時　平成 29年 1月 8日㈰	
　　　午後２時～
内容・場所・時間 
◆市中行進	
　…河原田本町商店街　午後２時～
◆一斉放水	
　…	佐和田海水浴場駐車場	
午後２時 30分～

◆式典	
　…	アミューズメント佐渡大ホール	
午後３時～

　※	市中行進・一斉放水は、天候により中止す
る場合があります。

お問い合わせ 
　市消防本部総務課	
　消防係	
　☎５１―０１２１

毎月 10日 は

市報さど　平成28年12月号

○住宅用火災警報器の○点検日！
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　年末年始は出せるごみの曜日が変更となっている地区もあります。もう
一度、ご自分の地区の『ごみ収集カレンダー』をご覧いただき、収集日を
ご確認ください。
　また、12 月 31 日㈯から１月３日㈫までは、ごみの収集と各クリーン
センターがお休みになります。年内にどうしても出したいごみは、お早め
に各クリーンセンターへ持ち込むようお願いします。

　ごみ出しのルールを守りましょう！！
　最近、①から③のような違反ごみが増えています。このような違反ごみは、収集されないだけでなく、
周辺の地域や環境に悪影響を及ぼします。
　みんながごみ集積所を気持ちよく利用できるようご協力ください。

① カセットボンベやスプレー缶が 
穴を開けずに多量に出されている

　カセットボンベやスプレー缶は、中身を使い
きり必ず穴を開け、ガスを完全に抜き取ってか
ら出してください。
　風通しのよい屋外で火気に注意してガスを抜
いてください。

③ 生ごみの水分をよく切らずに出し、 
袋に開いた穴から汁が流れて 
悪臭を放っている

　生ごみは、水を切って「燃
えるごみ」で出すことがで
きますが、できるだけ堆肥
化してごみの減量にご協力
ください。
※	カラスや猫の餌になるものが
ある場合は、必ずネットをかけるか、集塵箱に入れるよう
お願いします。

② 　 マークの付いていないものが 
出してある

　 マークの付いていないプラスチック（ポリ
タンク・ポリバケツ・ボール・歯ブラシ・スト
ロー）などや、テレビ、パソコンなどの外枠（ア
クリル樹脂）を廃プラスチックで出してある。
　廃プラスチックは、プラスチック製の容器や
包装物で、 マークが目印です。
　その他の物は、プラスチック製であっても「燃
えるごみ」になります。

　『ごみ収集カレンダー』をお持ちでない方は、市
役所環境対策課 (第２庁舎 )、または最寄りの支所・
行政サービスセンターでお渡ししますので、お問
い合わせください。
　また、市のホームページからもご覧いただけます。

お問い合わせ
　市役所環境対策課　クリーン推進係	 ☎６３―３１１３
　佐渡クリーンセンター	 ☎５２―３３３６
　両津クリーンセンター	 ☎２４―１７００
　南佐渡クリーンセンター	 ☎８６―２３７３

➡

よろしく
お願いします。

※	「燃えないごみ」ではなく「空缶・空びん」で出してください。

年末年始のごみ収集
日に

　　　　　　ご注意
ください

市報さど　平成28年12月号
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暮らしの情報
お
　
知
　
ら
　
せ

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を 

　

小
分
け
す
る
時
は
現
場
を 

　
　
　
　
　
　

離
れ
な
い
で
！

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、
暖
房
器
具

の
使
用
に
伴
い
、
灯
油
等
の
流
出
事
故
が

多
発
し
ま
す
。
特
に
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
ポ
リ
タ
ン
ク
等
へ
小
分
け
す
る
際
に
は
、

現
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
作
業
後
は

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元
栓
を
確
実
に
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

　

油
流
出
を
放
置
し
、
川
な
ど
に
多
量
の

油
が
流
れ
込
む
と
、
水
道
の
断
水
、
農
業

や
漁
業
へ
の
被
害
、
環
境
の
汚
染
な
ど
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
原
因
者
に
は
、

対
策
費
用
や
損
害
賠
償
の
請
求
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
元
栓

を
閉
め
て
応
急
処
置
を
施
し
、
最
寄
り
の

消
防
署
や
市
役
所
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
51
―
０
１
２
３

　

市
役
所
環
境
対
策
課　

環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
74
―
３
４
２
８

平
成
29
・
30
年
度
物
品
の 

調
達
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
受
付
中
で
す

　

市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
、
業
務
委

託
等
の
入
札
ま
た
は
随
意
契
約
に
参
加
す

る
た
め
に
は
、「
佐
渡
市
物
品
の
調
達
等

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に
登
録
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
資
格
審
査
と
登
録
は
、
２
年
ご
と

に
行
わ
れ
ま
す
が
、「
自
動
更
新
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
27･

28
年
度
の
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て

29･

30
年
度
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
、
入

札
や
見
積
り
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
札
情

報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市

役
所
財
務
課
契
約
検
査
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
財
務
課
契
約
検
査
室　

契
約
係

　

☎
63
―
５
１
３
７

サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ 

年
末
年
始
臨
時
開
館
の 

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
に
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
を
臨
時
開
館
し
ま
す
。

期
間　
12
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮
、

　

平
成
29
年
１
月
２
日
㈪
、
３
日
㈫

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
12
月
31
日
、１
月
１
日
は
休
館

　

臨
時
開
館
中
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

１
面
を
団
体
利
用
優
先
と
し
ま
す
。

　

団
体
利
用
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
１
団

体
に
つ
き
１
日
当
た
り
２
時
間
を
上
限
に

事
前
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
が
込

み
合
っ
た
場
合
は
、
調
整
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※	

団
体
利
用
の
申
し
込
み
は
、12
月
20
日
㈫
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

※	

臨
時
開
館
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
、受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

	

社
会
体
育
係
（
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
内
）

　

☎
67
―
７
６
４
５

畑
野
商
工
会
青
年
部 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
知
ら
せ 

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

（
幸
せ
な
時
間
を
与
え
る
場
所
）

　

畑
野
商
工
会
青
年
部
で
は
、
地
域
の
活

性
化
と
商
店
街
等
へ
の
季
節
感
の
演
出
、

そ
し
て
子
供
達
へ
の
夢
の
提
供
の
一
環
と

し
て
、
大
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
観
覧
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間　
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯
ま
で

時
間　
午
後
４
時
～
午
前
０
時

※	

天
候
に
よ
り
日
時
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所

　

	

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
入
口
の

時
計
台
周
辺

内 

容　
時
計
台
装
飾
、
雪
だ
る
ま
と
ト
ナ

カ
イ
の
装
飾
、
手
作
り
ツ
リ
ー
装
飾
、

ア
ー
チ
型
ト
ン
ネ
ル
装
飾
等
（
予
定
）

お
問
い
合
わ
せ

　

畑
野
商
工
会　

☎
66
―
２
４
５
８

市報さど　平成28年12月号
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平成28年度　年末年始の各施設のご案内
空欄…通常業務

12 月 1 月
28 日㈬ 29 日㈭ 30 日㈮ 31 日㈯ 1 日㈰ 2 日㈪ 3 日㈫ 4 日㈬

市役所　☎ 63-3111（代表）
　	出生や死亡など戸籍の届出は、閉庁日も宿日直
が受け付けます。

休 休 休 休 休 休

市
立
病
院
等

両津病院　☎ 23-5111 休 休 休 休
相川病院　☎ 74-3121 休 休 休 休 休
佐渡市休日急患センター（9：00～ 16：00）
　☎ 63-3121 休 休 休 休

ご
み
・
し
尿

ごみ収集　クリーンセンター直接持ち込み
※	各地区のごみ集積所の収集日は、ごみカレンダーで
ご確認ください。

休 休 休 休

し尿処理 休 休 休 休 休 休
両津クリーンセンター　☎ 24-1700 ／佐渡クリーンセンター　☎ 52-3336 ／南佐渡クリーンセンター　☎ 86-2373 ／	
し尿受入施設　☎ 52-2797 ／環境対策課　☎ 63-3113

12 月 1 月
28 日㈬ 29 日㈭ 30 日㈮ 31 日㈯ 1 日㈰ 2 日㈪ 3 日㈫ 4 日㈬

図
書
館
・
図
書
室

中央図書館　☎ 63-2800	
　開館時間　9：00～ 18：00	
　（土・日は 17：00まで）	
地区図書館（両津・小木・さわた・真野）	
　開館時間　9：00～ 17：00	
　（真野は火～金 18：00／土・日 17:00 まで）

休 休 休 休 休 休

図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）	
　開館時間　8：30～ 17：00 休 休 休 休 休 休

指
定
管
理
施
設

佐渡スポーツハウス　☎ 55-2566	
　	※温水プールは 3月 24日まで休館 休 休 休 休 休 休

佐渡市陸上競技場　☎ 55-4620	
（	4 月～ 11月　8:30 ～ 20:00 ／ 12 月～ 3月
8:30 ～ 18:00）

休 休 休 休 休 休

両津総合体育館　☎ 27-7080 休 休 休 休 休 休

社
会
体
育
施
設

サンテラ佐渡スーパーアリーナ（佐渡市総合
体育館）※ 12 月 29 ～ 30 日、1 月 2 ～ 3 日は臨
時開館（9:00 ～ 17:00 まで）

臨時開館
9:00 ～ 17:00 休 休 臨時開館

9:00 ～ 17:00

相川体育館／新穂体育館／新穂武道館／真野
体育館／真野武道館／小木体育館／赤泊体育
館／小木Ｂ＆Ｇ海洋センター／羽茂Ｂ＆Ｇ海
洋センター

休 休 休 休 休 休

博
物
館
・
資
料
館
等

佐渡博物館／佐渡植物園／史跡佐渡奉行所跡／
赤泊郷土資料館（冬期の休館日なし） 休 休 休 休 休 休

相川郷土博物館／幸丸展示館／海運資料館 
（12月～ 2月の土・日・祝日は休館です） 休 休 休 休 休 休

佐渡国小木民俗博物館 
（12月～ 2月の月曜は休館です） 休 休 休 休 休 休

畑野鳥越文庫 
（毎週水曜日、毎月第 3金曜日は休館です） 休 休 休 休 休 休 休 休

・両津郷土博物館は、通年で休館です。【見学は予約制です。】	
・新穂歴史民俗資料館は、12月～ 2月の間は休館です。【見学は予約制です。】	
・相川技能伝承展示館は、12月～ 2月の間は休館です。【陶芸体験・裂織体験は予約制です。】	
お問い合わせ：教育委員会社会教育課佐渡学センター（佐渡博物館内）　☎ 52-2447

12 月 1 月
28 日㈬ 29 日㈭ 30 日㈮ 31 日㈯ 1 日㈰ 2 日㈪ 3 日㈫ 4 日㈬

ト
キ
の
森

公
園

トキ資料展示館　☎ 22-4123
開館時間	8：30～17：00（入館締切16：30） 休 休 休

トキふれあいプラザ　☎ 24-6550
開館時間	8：30～17：00（入館締切16：30） 休 休 休

トキ交流会館　☎ 24-6040 休 休 休 休 休 休 休
佐渡市防災センター　☎51-0123（6人以上要申込）
開館時間　10：00～ 16：00（月曜休館） 休 休 休 休 休 休

市報さど　平成28年12月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９- ６３- ５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②	　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは
214,000円）以下であること
③	　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
原黒住宅1 1 ①② H5 木造２階共同建て 2LDK 21,700 ～ 42,600

原黒住宅3 2 ①② H11 木造２階共同建て 3DK 23,400 ～ 45,900

金井
木戸沢住宅D（１階） 1 ①② H14 木造２階共同建て 2DK 20,200 ～ 39,600

木戸沢第3住宅（１、２階） 3 ①③ H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂 瓜生屋第1住宅 1 ①② H11 木造２階共同建て 3DK 23,200 ～ 45,500

畑野 後何代住宅（2） 1 ①② H5 木造平屋一戸建て 3DK 20,800 ～ 40,800

■申込書類　住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先　市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限　12月 28日㈬午後５時
■入居予定　1月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項　入居決定後、次のことが必要です。
　　　　　　◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）
 １２

心配ごと相談日（12/15～1/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開催しています。
　お住まいの地区以外での相談もできま
すので、ぜひご利用ください。
　相談は無料、予約は不要です。直接、開
催日にお越し下さい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会	
　☎８１－１１５５
※	こちらの電話ではご相談は受付けていません。
相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津 12月23日㈮
1月13日㈮ 13:00～16:00 両津福祉センター

しゃくなげ

相 川
12月16日㈮
12月22日㈭
1月10日㈫

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ

佐和田 12月27日㈫ 9:00～12:00 佐渡中央会館

金 井 1月10日㈫ 13:00～16:00
金井コミュニティ	
センター　

松ヶ崎 1月10日㈫ 9:00～12:00 松ヶ崎総合センター

小 木 1月		4日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設	
（あゆす会館）

市報さど　平成28年12月号
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生活情報
　　さど

　

今
月
か
ら
洗
濯
表
示
は
世

界
共
通
の
新
し
い
表
示
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
、
日

本
で
売
ら
れ
て
い
る
衣
類
の

90
％
は
海
外
で
生
産
さ
れ
て

お
り
、
洗
濯
表
示
が
国
内
外

で
統
一
さ
れ
れ
ば
、
海
外
旅

行
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購

入
し
た
服
な
ど
も
迷
わ
ず
洗

え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

洗
濯
（
図
柄
の
変
更
）

　
「
洗
濯
機
」
→
「
た
ら
い
」

漂
白
（
図
柄
の
変
更
）

　
「
フ
ラ
ス
コ
」
→
「
三
角
」

乾
燥
（
図
柄
の
変
更
）

　
「
服
」
→
「
四
角
」

ア
イ
ロ
ン
（
温
度
を
点
表
示
）

　

温
度
の
「
高
中
低
」
を
点

の
数
で
表
示

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
円
形
に
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
示
）

　

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｗ
の
表
示
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
へ 覚

え
よ
う
！
新
し
い 

「
洗
濯
表
示
」の
記
号
と
意
味

平
成
28
年
12
月
か
ら 

衣
類
の
洗
濯
表
示
が 

変
わ
り
ま
し
た

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　  
佐
渡
市
立
二
宮
小
学
校

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー	

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ
（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

　

本
校
で
は
、
児
童
に
良
好
な
人
間
関
係

を
形
成
し
た
り
、
郷
土
愛
・
勤
労
観
な
ど

を
育
ん
だ
り
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
異
学
年
に
よ
る「
な
か
よ
し
班
」

を
中
心
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

一　
全
校
奉
仕
活
動

　

毎
月
一
回
、
校

内
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
前
に
班
で

作
業
内
容
を
話
し

合
い
、
ガ
ラ
ス
拭

き
、
本
の
整
理
整

頓
、
床
の
汚
れ
落

と
し
、
玄
関
掃
除

な
ど
、
自
分
た
ち
が
気
付
い
た
こ
と
を
大

切
に
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二　
全
校
栽
培
活
動

　

６
月
に
な
る
と
、

な
か
よ
し
班
で
一

つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
担
当
し
、
花
の

栽
培
が
始
ま
り
ま

す
。
班
で
協
力
し

て
花
の
苗
を
植
え
、

交
代
で
水
や
り
な

ど
の
世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
玄
関
付
近
は
き
れ
い
に
咲
い

た
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

三　
ご
み
ゼ
ロ
の
日

　

５
月
に
は
登
校

時
に
見
つ
け
た
ご

み
を
拾
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

登
校
班
で
協
力
し
、

班
長
が
ご
み
袋
を

持
ち
、
協
力
し
て

通
学
路
の
美
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

四　
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

10
月
は
通
学

路
以
外
に
も
範

囲
を
広
げ
、
校

区
内
の
ご
み
拾

い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な
か
よ

し
班
ご
と
に
区

域
を
分
担
す
る

と
共
に
、
班
の

中
で
さ
ま
ざ
ま

な
分
担
を
決
め
る
な
ど
の
話
し
合
い
活
動

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
学
年
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
計
画
・

実
践
を
行
い
、
活
動
後
に
は
振
り
返
り
の

場
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

◆
市
教
育
委
員
会	

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

※出典：経済産業省リーフレットより

市報さど　平成28年12月号



22

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■ 

あ
ら
た
に
放
鳥
ト
キ
２
羽
が
本
土
で 

確
認
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
23
日
か
ら
24
日
に
実
施
さ
れ
た
第

15
回
放
鳥
で
、
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
び
立
っ
た

ト
キ
の
う
ち
、
２
羽
が
本
土
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
確
認
さ
れ
た
の
は
№
２
６
９
メ
ス

（
弥
彦
村
で
確
認
）と
、№
２
７
６
メ
ス（
長

岡
市
で
確
認
）
で
す
。
島
外
で
確
認
さ
れ

た
ト
キ
は
、
№
０
４
メ
ス
（
石
川
県
輪
島

市
）
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
で
３
羽
と
な
り

ま
し
た
。

＊
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
、
島
内
各
地
を
多

く
移
動
し
、
普
段
ト
キ
が
見
ら
れ
な
い
場

所
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
皆
さ

ま
か
ら
の
情
報
が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り

ま
す
。

　

ト
キ
を
見
か
け
た
際
に
は
ト
キ
交
流

会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

９
８
０
―
５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ト
キ
環
境
整
備
基
金
に

村
本
義
雄
様
（
石
川
県
羽
咋
市
）、

北
片
辺
農
事
組
合
様
（
佐
渡
市
）、

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
様
（
佐
渡
市
）、

青
木
健
一
郎
様
（
佐
渡
市
）、

㈲
高
橋
農
園
様
（
佐
渡
市
）
か
ら
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の
野
生

復
帰
や
生
息
環
境
の
整
備
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

『
伝
え
よ
う
！
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
』

　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
に
『
ジ
オ
パ
ー

ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
６
伝
え
よ
う
！

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
講
演
会

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、

メ
イ
ン
会
場
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

に
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

糸
魚
川
市
の
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
館
長
で
あ
る
宮
島
宏
さ
ん
の
講
演

で
は
、
糸
魚
川
の
事
例
紹
介
な
ど
を
通
し

て
、
「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
つ
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
に
は
、
約

70
人
が
参
加
し
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で

の
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
を
ガ
イ
ド
や
指
導
員
な
ど
と
一
緒
に
巡

り
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
伝
え
た
か
っ

た
こ
と
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
素
材
は
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
も

の
や
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
す
で
に
あ
る

も
の
は
、
な
か
な
か
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
」
で
は
、
ツ
ア
ー
や
体
験
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
地
球
活

動
は
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
地
面
の
下
に
あ
る
大
地
、
そ

の
上
に
生
き
る
人
や
動
植
物
、
そ
し
て
人

間
が
生
み
出
し
た
文
化
や
歴
史
な
ど
、
個

別
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
素
材
を
ま
る

ご
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
魅
力
で
す
。

　

そ
し
て
、
佐
渡
に
は
そ
の
素
材
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素
材
が
ど
の
よ

う
に
つ
な
が
る
の
か
を
知
る
研
修
会
や
、

活
用
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
今
後

も
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
参
加
し
楽

し
む
こ
と
か
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
！

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
中
！

期
間　

２
月
19
日
㈰
ま
で
（
予
定
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場　

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
　
　

（
両
津
夷
３
８
４
―
11
）

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
145

◆
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

長岡市で確認されたNo276
写真提供：環境省

外海府で確認されたNo247
写真提供：環境省

市報さど　平成28年12月号
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鶴
子
銀
山
⑹ 
横
相
（
坑
道
掘
り
）
の
導
入

　

文
禄
３（
１
５
９
４
）年
冬
、豊
臣
秀
吉

の
五
奉
行
筆
頭
浅
野
弾
正
長
吉（
の
ち
の

長
政
）は
、上
洛
し
た
上
杉
景
勝
の
重
臣
直

江
兼
続
に
、「
よ
く
申
し
入
れ
候
。越
後
・
佐

渡
両
国
の
内
、銀
子
・
鉛
出
し
申
す
べ
き
由
、

こ
の
者
見
立
て
に
相
越
し
候
間
、そ
の
方
よ

り
も
奉
行
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
…
」『
越
佐

史
料
稿
本
』）と
、鉱
脈
探
査
を
す
る
見
立

人
を
派
遣
す
る
の
で
、佐
渡
か
ら
も
人
を

出
す
よ
う
に
と
命
じ
ま
す
。

　

翌
文
禄
４
年
正
月
、浅
野
弾
正
か
ら
石

田
三
成
へ
、「
越
後
・
佐
渡
両
国
金
山
の
儀
、

中
納
言
殿（
上
杉
景
勝
）へ
仰
せ
付
け
ら
れ
、

こ
の
ご
と
く
御
朱
印
な
さ
れ
候
。時
節
柄
に

て
候
は
ば
、急
ぎ
金
子
御
掘
ら
せ
な
さ
る
べ

く
候
」（「
舟
崎
文
庫
」）と
、金
銀
の
増
産
を

命
じ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
時
節
柄
に
て
」と
は
、文
禄
元
年
の
朝

鮮
出
兵
が
一
旦
休
戦
に
な
っ
た
も
の
の
、そ

の
後
の
交
渉
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た

た
め
、再
出
兵
に
必
要
な
軍
資
金
調
達
が

急
が
れ
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
受
け
て
直
ち
に
兼
続
は
、家
臣

の
立
岩（
山
庄
と
も
）喜
兵
衛
・
志
駄（
須
田

と
も
）修
理
亮
を「
金
山
代
官
」に
任
命
し
、

「
一
、金
山
に
売
ら
れ
る
米
や
商
売
物
は
こ

れ
ま
で
通
り
十
分
の
一
の
役
銀
を
か
け
る
。

一
、掘
手
共
が
わ
が
ま
ま
を
申
す
よ
う
で
あ

れ
ば
成
敗
す
る
こ
と
。一
、掘
手
で
そ
の
仕

法
に
詳
し
く
才
覚
が
あ
る
者
を
案
内
人
に

申
し
つ
け
よ
。一
、金
山
諸
役
は
、１
ヵ
月
単

位
に
集
計
し
て
、月
々
日
記
を
出
す
こ
と
」

（『
越
佐
史
料
稿
本
』）な
ど
を
命
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
年
５
月
、石
見
銀
山
か
ら
見
立
人

と
し
て
、石
州
忠
左
衛
門
、弟
の
忠
四
郎
、

石
田
忠
兵
衛
が
佐
渡
へ
派
遣
さ
れ
て
き
ま

す
。彼
ら
は
、既
に
石
見
銀
山
で
導
入
さ
れ

て
い
た「
横
相
」（
坑
道
掘
り
）の
専
門
家
で
、

た
だ
ち
に
鶴
子
の「
本
口
間
歩
」な
ど
の
坑

道
開
削
を
始
め
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

坑道掘りでほられた
｢大滝間歩｣

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
佐
渡
の
空
き
家
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
現
地
を
案
内

す
る
業
務
と
、
佐
渡
を
移
住
先
に
と
考
え

て
い
る
移
住
希
望
者
の
対
応
と
、
主
に
二

本
立
て
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

着
任
当
初
、
空
き
家
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ

り
、
私
が
佐
渡
に
来
る
前
に
「
こ
う
だ
っ

た
ら
も
っ
と
見
や
す
い
の
に
な
」
と
思
っ

て
い
た
こ
と
を
提
案
し
、
紆
余
曲
折
し
な

が
ら
も
「
移
住
定
住
特
設
サ
イ
ト
」
を
作

り
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
私
の
家
は
元
々
空
き

家
で
し
た
。
近
所
の
方
々
は
、「
ガ
ス
ボ

ン
ベ
が
入
っ
た
よ
う
だ
よ
」「
人
が
入
る

よ
う
だ
よ
」
と
、
今
ま
で
暗
闇
だ
っ
た
家

に
明
か
り
が
灯
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
経
験
か
ら
「
隊

員
的
空
き
家
レ
ポ
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
た
だ
空
き
家
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
庭
に
咲
く
花
、

見
え
る
景
色
、
家
主
さ
ん
と
の
何
気
な
い

会
話
、
物
件
情
報
以
外
に
伝
え
た
い
魅
力

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
五
感
に
訴

え
た
り
、
家
の
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー
性
だ
っ

た
り
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
去
年
は
18
件
が

成
約
し
、
そ
の
う
ち
９
件
は
島
外
か
ら
の

方
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
移
住
支
援
で
は
、
都
内
の

移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
移
住
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
佐
渡
暮
ら
し
の
か
け
ら
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
企
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
お
礼
の
手

紙
を
も
ら
っ
た
り
、
相
談
を
続
け
た
り
移

住
に
向
け
て
前
向
き
な
良
い
感
触
を
得
て

い
ま
す
。

　
「
空
き
家
情
報
に
登
録
し
た
い
」
と
い

う
方
の
中
に
は
「
売
り
た
い
」
と
い
う
希

望
が
多
い
で
す
が
、
移
住
希
望
者
は
「
借

り
た
い
」
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
き
な
り

家
を
買
う
人
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
物
件
の
情
報
が
少
な
く
、

利
用
希
望
者
が
い
て
も
情
報
提
供
が
で
き

な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

　

課
題
を
少
し
で
も
解
決
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
残
り
の
任
期
で
果
た
し
て
い
き
た
い

で
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

空き家対策・ 
移住支援担当
熊
くま

野
の

礼
れい

美
み

さん

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６
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第
54
回
両
津
地
区
芸
能
祭
（
両
津
地
区
）

　

11
月
６
日
㈰
、
両
津
文
化
会
館
に
お
い

て
、
第
54
回
両
津
地
区
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
が
低
か
っ
た
も
の
の
晴
天

に
恵
ま
れ
、
開
場
前
か
ら
入
場
待
ち
の
長

蛇
の
列
が
で
き
、
８
０
０
人
近
い
人
で
会

場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

出
演
団
体
は
、
日
本
舞
踊
・
バ
レ
エ
・

吹
奏
楽
な
ど
29
団
体
２
４
５
人
と
例
年
よ

り
多
く
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
出
演
者
・
来
場
者
共
に
芸
能
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
津
地
区

芸
能
祭
実
行
委
員
会

か
ら
、
佐
渡
市
と
共

に
歩
ん
で
き
た
両
津

地
区
芸
能
祭
の
歴
史

を
ま
と
め
た
10
周
年

記
念
誌
が
発
行
さ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ま

は
手
に
と
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
誌
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
両

津
地
区
公
民
館
（
☎
27
―
４
１
８
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

は
も
ち
放
課
後
子
ど
も
教
室（
羽
茂
地
区
）

　

10
月
19
日
㈬
、

11
月
２
日
㈬
、

羽
茂
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年

生
の
児
童
を
対

象
に「
は
も
ち
放

課
後
子
ど
も
教

室
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
教
室
は
、子

ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を

つ
く
り
、活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
が
い
ろ
い
ろ
な

体
験
や
学
習
を
工
夫
し
な
が
ら
、毎
月
第

１
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に「
紙
飛
行
機
を
飛
ば
そ
う
」

と
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」の
体

験
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
約
50
人
の
児
童
が
参

加
し
、地
域
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
こ
の
教
室
を
通
し
て
、活

動
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
地
域
支
援
ス

タ
ッ
フ
等
と
の
地
域
交
流
も
楽
し
み
な
が

ら
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
と
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

方
、興
味
の
あ
る
方
は
、社
会
教
育
課
南
教

育
事
務
所（
☎
88
―
２
２
３
０
）ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（両津支所内）
☎２７─４１８５

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

佐渡バレエフレンド　様

長く飛ぶよう工夫を凝らす
「紙飛行機づくり」

蔵書点検を実施します
　この作業は図書館・図書室の本を一斉点検する作業です。
　利用者の皆さまには、ご不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
　期間中は、休館しますので、本の返却については、返却ボッ
クスなどにお願いします。
蔵書点検期間

図書館 休館する期間（平成 29 年）
小木図書館
☎８６－３８４１

１月 10日㈫	～	１月 13日㈮

真野図書館
☎５５－２２２３

１月 17日㈫	～	１月 20日㈮

中央図書館
☎６３－２８００

１月 25日㈬	～	１月 31日㈫

両津図書館
☎２７－４１８２

２月			７日㈫	～	２月 10日㈮

利用者の皆さまへ
　借りている図書で、すでに返却期限を過ぎている図書があ
りましたら、最寄りの図書館・図書室へ返却してください。
（貸出期間は２週間です。）

クリスマスおはなし会
　音楽つきのおはなし会です。
　参加特典として、小学生以上の来場者に
「温泉割引券」をプレゼントします。
　ぜひお越しください。

○中央図書館
日時　	12月17日㈯	

午前 10時 30分～ 11時 15分

○両津図書館
日時　	12月17日㈯	

午後２時～３時

市報さど　平成28年12月号
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮	

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・	

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

	

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮	

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

第11回「ふるさと再発見の旅」 
　　　　　　　　佐渡旅行を実施！
　首都圏佐渡連合会主催の第 11 回「ふるさと再発見の旅」
が 10月７日㈮から９日㈰の２泊３日の日程で行われました。
　「順徳上皇」と「日蓮」の佐渡聖地と、「陶芸館」探訪の
旅をテーマに、61 人が参加しました。会員の友人で佐渡が
初めての方十数人も加わり、60歳代から80歳代の元気いっ
ぱいの方々が参加しました。
　７日の見学は、椿屋
陶芸館から始まり、黒
木御所、本光寺。８日
は、妙照寺、実相寺、
二宮神社、真野宮、真
野御陵、妙宣寺、慶宮
寺、根本寺など、国仲
地区のゆかりの地を訪
ねる旅でした。
　動乱が続く鎌倉時代に順徳上皇と日蓮聖人が、相前後して
佐渡に流されました。この配流の出来事は、佐渡の歴史、文
化、思想面などに大きな遺産となっています。
　今回、訪問先の貫首さまはじめ、皆さまにご協力をいただき、
「お宝」の拝観もできました。700 余年の時を刻み、今に引
き継ぐ歴史の重さを感ずる旅、新しい発見の旅となりました。
関係者の皆さまには多大のご配慮を賜り御礼申し上げます。

（文責：首都圏佐渡連合会	観光部会長	名畑榮雄）

黒木御所にて解説に聞き入る旅行団

　当市にご寄付をいただきお礼申し上げ
ます。

　古木　一男　様（加茂歌代）	
　（故	古木キクエ様ご家族）

○両津病院へ　20万円相当	
　液晶テレビ、冷蔵庫、電気ストーブ	
　ハンディクリーナー

○すこやか両津へ　20万円相当	
　リクライニング式車椅子　１台	
　（MIKI製　NEXTROLLER-SPⅡ）

　東北電力株式会社佐渡営業所　様

　株式会社ユアテック佐渡営業所　様

○自動点滅器付ＬＥＤ防犯灯　25灯	
○上記取付工事　15灯分

寄付のお礼

市報さど　平成28年12月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 10/25～ 11/21届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 吾潟 川　原　芳　春 89 10.25
　〃 両津湊 伊　藤　昭　代 87 10.26
　〃 加茂歌代 杉　山　藤　男 86 10.27
　〃 春日 髙　橋　絹　子 80 10.27
　〃 下久知 大　倉　俊　男 89 10.28
　〃 北松ケ崎 菊　池　利　夫 83 10.29
　〃 加茂歌代 本　間　政　次 84 10.29
　〃 椎泊 宇佐美　義　一 87 10.30
　〃 岩首 本　間　ハ　ツ 95 10.31
　〃 下久知 清　光　リ　ヤ 93 11.  1
　〃 加茂歌代 髙　橋　チエ子 81 11.  3
　〃 原黒 藤　井　ツ　ギ 88 11.  4
　〃 加茂歌代 後　藤　ミノル 96 11.  5
　〃 加茂歌代 静　間　　　勝 73 11.  5
　〃 梅津 立　岩　テル子 82 11.  5
　〃 両津夷 後　藤　昭　雄 76 11.  8
　〃 真木 古　家　ト　ヨ 93 11.  8
　〃 下久知 本　間　比左子 67 11.  8
　〃 両津湊 福　嶋　徹　夫 84 11.11
　〃 秋津 木　下　里　美 57 11.12
　〃 両津湊 山　本　　　健 91 11.14
　〃 久知河内 菊　池　久　子 95 11.17
　〃 立野 笹　木　敏　一 63 11.19
相　川 入川 坂　上　邦　雄 74 10.25
　〃 小野見 佐　野　キ　ク 92 10.28
　〃 五十浦 濱　田　絹　代 75 10.28
　〃 石名 梶　井　ト　メ 86 10.29
　〃 二見 古　藤　鏡　子 85 10.29
　〃 橘 坂　下　長　治 85 11.  1
　〃 相川下戸村 柏　　　　梅 98 11.  2
　〃 高千 池　本　絹　枝 85 11.  4
　〃 相川諏訪町 小　林　ハ　ツ 90 11.  4
　〃 五十浦 渋　谷　和　子 84 11.11
　〃 戸地 山　本　キクヱ 71 11.13
　〃 二見 酒　匂　才　市 79 11.14
　〃 戸地 青　木　文　行 85 11.15
　〃 相川材木町 井　口　　　清 74 11.16
　〃 高瀬 渡　邉　ケ　サ 95 11.17
　〃 姫津 川　端　長　春 80 11.19
佐和田 八幡 藤　澤　安　子 64 11.  2

佐和田 八幡町 関　川　ハ　ル 102 11.  3
　〃 沢根五十里 中　川　シヅエ 101 11.  4
　〃 石田 豊　木　ひでみ 68 11.  6
　〃 河原田本町 佐　野　隆　夫 81 11.10
　〃 石田 佐　藤　　　春 97 11.12
　〃 真光寺 近　藤　幸　子 78 11.14
　〃 八幡 粕　谷　　　司 51 11.18
　〃 鍛冶町 本　間　ヤヨイ 94 11.20
　〃 河原田本町 山　本　衣　江 81 11.20
金　井 金井新保 小　　　　　清 96 10.25
　〃 水渡田 土　屋　富　夫 68 11.13
新　穂 新穂長畝 須　田　ツボミ 96 10.30
　〃 新穂潟上 関　口　孝　一 92 11.  5
　〃 上新穂 本　間　ツ　ル 96 11.  7
　〃 新穂田野沢 髙　野　シ　マ 94 11.16
　〃 新穂長畝 和　田　サチヱ 85 11.17
　〃 新穂潟上 　　池　　　茂 95 11.19
畑　野 松ケ崎 北　野　貞　次 92 11.18
真　野 金丸 大　地　フミ子 84 11.  3
　〃 椿尾 金　子　敏　子 98 11.  5
　〃 真野新町 北　村　ト　シ 87 11.  5
　〃 静平 和　泉　郁　夫 86 11.  7
　〃 滝脇 大　屋　ノ　ブ 103 11.  9
　〃 四日町 菊　地　治　作 81 11.15
　〃 豊田 本　間　アツ子 68 11.16
　〃 真野新町 山　田　キ　ヌ 90 11.17
小　木 小木町 桃　井　滿　英 69 11.  2
　〃 琴浦 藤　田　兼　治 88 11.  4
　〃 小木町 畑　福　シ　ズ 95 11.  6
　〃 小木町 井　戸　綾　子 90 11.19
羽　茂 羽茂本郷 藤　井　ア　ヤ 102 10.25
　〃 羽茂本郷 三　科　龍　雄 92 11.  1
　〃 羽茂大橋 河　内　長　太 90 11.  3
　〃 羽茂大崎 葛　原　美代子 94 11.10
　〃 羽茂滝平 金　子　八千代 87 11.18
　〃 羽茂上山田 金　子　伸　幸 81 11.19
赤　泊 徳和 髙　　　石太郎 95 10.25
　〃 真浦 金　子　二三代 86 11.  3
　〃 赤泊 中　川　キヨシ 104 11.  5
　〃 徳和 豊　口　友　市 88 11.13

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 城腰 富　樫　和　也 浩一 11.  2
　〃 原黒 渡　邉　里　桜 聡 11.12
佐和田 中原 髙　　　奏　多 陽介 10.15
　〃 中原 岩　﨑　華　歩 将祥 10.30
　〃 窪田 松　原　こころ 俊 11.13
金　井 吉井本郷 村　上　結　愛 隆浩 11.  5
　〃 中興 関　口　真　彩 淳 11.  9
新　穂 新穂 市　橋　和　佳 匠 10.21

新　穂 新穂 市　橋　佳　奈 匠 10.21
　〃 新穂瓜生屋 小　杉　麗　奈 雅人 10.27
畑　野 畑野 中　川　陽　登 英幸 10.31
羽　茂 羽茂大橋 木　村　奏　智 辰雄 10.24
　〃 羽茂飯岡 駒　形　咲　茉 聡史 11.  3
　〃 羽茂村山 中　川　睦　海 聖之 11.15
赤　泊 赤泊 寺　尾　　　葵 圭介 11.  1
　〃 赤泊 風　間　叶　真 徹 11.  2

（かずや）

（りお）

（かなた）

（かほ）

（こころ）

（ゆい）

（まや）

（わか）

（かな）

（れな）

（はると）

（ななと）

（えま）

（むつみ）

（あおい）

（とうま）
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 33

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

市報さど　平成28年12月号

地産地消のお店（サドメシラン）を紹介します！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。
佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

佐渡特選市場
新穂大野１６５０-２　☎２２－２９２５

　加工品も含め、佐渡産農林水産物全般を通年扱って
います。目で楽しみ、食でも楽しむことができるお店です。
　生鮮食品を中心に移動販売を行っているほか、ご希
望により宅配サービスも承っております。
■ホームページ：http://www.sadotokusen.jp

T&S仲良しうさちゃん農園
羽茂大橋９５６　☎８８－３０６７

　朱鷺の住む郷、そしておけさ柿に囲まれた自然豊
かな環境で放し飼いされた鶏の有精卵を販売してい
ます。このほか、梅エキス、梅ジュースといった健
康食品や、地鶏卵油、烏骨鶏卵油、烏骨鶏の酢卵な
ど、オンリーワン商品が目白押しです。園内は入園
自由です。ぜひお越しください。
■ホームページ：http://www.s-life.ne.jp/pc/usanouen/	
　※他社サイト

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！

サドメシラン（地産地消のお店）認定店舗を募集しています！！
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

〈作り方〉
①大根は千切りにして、硬めに茹でて水切りする。
②ごまは炒って、すり鉢ですっておく。
③大根の水が切れたら、手で軽く揉んでごまで和える。
④塩、しょうゆ、みりんでかけ汁をつくる。
⑤そばを茹でる。
⑥	器に盛ったそばに③を好みの量乗せ、かけ汁をたっぷ
りかけていただく。

※	大根は硬めに茹でる。だいこんを揉む時、手に塩をつけても
よい。

＜材料＞　４人分
　そば	…………………………………………４玉
　大根	…………………………………………適量
　ごま	 …………………………………………適量
　だし汁（トビウオ）	 ………………… 1.5カップ
　塩	……………………………………………適量
　しょうゆ	…………………………… 大さじ５～７
　みりん	 ………………………………… 大さじ３

【いわれ】せんぞうぼうとは？
　大根を千切りにして棒のようにした様から、このような
名前がつきました。
　せんぞうぼうは、そばのかさましの意味もあり、大根を
千切りして一緒に食べたのがはじまりです。（特に食べる
時期は決まっていません）
※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。

せんぞうぼう
（大根そば）
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市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報統計係）  
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。

＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

平成
28年度 佐渡市消防本部防火ポスター入賞者発表
　市消防本部では、学童期の防火教育の一環として市内の小学生から火災予
防ポスターの図案を募集しました。
　今年は 45 作品の応募があり、10 月 16 日に開催した消防ふれあい広場に
おいて、お客さまからの投票と、厳正な審査によって、次のとおり入賞者が
決定しました。
　最優秀作品は、消防本部オリジナルポスターとして、市内の小学校や店舗
等で掲示していただいています。

◆低学年の部（１年～３年）
審査結果 学校名 学年 氏名 表題
最優秀賞 両津小学校 ２ 橋本　梨央 たこ足はいせんあぶないよ

優秀賞 行谷小学校 ２ 菊池　晃徳 みんなによびかけ　火のよう心

優秀賞 河崎小学校 ３ 菊池　李久 さんまやいても家やくな

入選 内海府小学校 ２ 岩本　大樹 消火器を上手につかって

入選 松ヶ崎小学校 ３ 平　　　慶 おやすみ前に火のかくにん

入選 松ヶ崎小学校 ３ 齋藤　康佑 火のかくにん

◆高学年の部（４年～６年）
審査結果 学校名 学年 氏名 表題
最優秀賞 金泉小学校 ６ 本田　　渚 要注意！火を消そう

優秀賞 金井小学校 ６ 中川　優実 気づいてよ　その火の危険に

優秀賞 松ヶ崎小学校 ５ 中平　夏鈴 その野焼きいいんですか？

入選 金井小学校 ６ 石塚　由菜 野焼き放っておくと火事になる

入選 松ヶ崎小学校 ６ 鈴木　佳太 ほうっておいていいんですか？

入選 金泉小学校 ４ 三浦　綾女 気をつけないと火事になる

最優秀賞（低学年の部）
両津小学校２年　橋本　梨央さん
「たこ足はいせんあぶないよ」

最優秀賞（高学年の部）
金泉小学校６年　本田　渚さん
「要注意！火を消そう」


